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近
代
の
知

は
じ
め
に

　

近
世
か
ら
近
代
へ
。
政
権
に
関
わ
る
以
外
の
人
々
は
自
ら
の
意
思
と
は
関
係
無
く
、

新
た
な
時
代
に
送
り
込
ま
れ
た
。
そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
様
々
な
世
界
が
展

開
し
た
。「
知
の
世
界
」
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
ほ
ん
の
少
し
だ
け
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
「
西
洋
の
知
」
が
眼
前
に
広

が
っ
た
の
で
あ
る
。

「
西
洋
の
知
」
と
言
っ
て
も
、
高
度
な
学
究
的
な
知
か
ら
大
衆
の
好
奇
心
を
満
た
す
知
、

物
知
り
に
な
る
た
め
の
知
で
あ
る
。
こ
こ
で
主
に
取
り
上
げ
る
の
は
後
者
で
あ
る
。

　

西
洋
文
明
・
文
化
へ
の
憧
れ
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
今
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
が
、
明
治
も
中
期
頃
か
ら
政
府
は
表
面
的
に
は
西
洋
に
追
い
つ
い
た
と
国

民
に
思
い
込
ま
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
飽
く
こ
と
の
な
い
日
本
人
の
知

的
欲
求
、
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
等
が
基
盤
と
な
っ
た
明
治
以
降
の
日
本
の
歩
み
を
垣

間
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一　

江
戸
か
ら
明
治
へ

㈠
幕
末
維
新
期

　

徳
川
幕
府
が
崩
壊
し
天
皇
制
国
家
が
成
立
し
た
。
一
般
的
な
歴
史
区
分
で
言
う
な
ら

近
世
か
ら
近
代
へ
移
行
し
た
わ
け
で
あ
る
。
近
代
と
い
う
用
語
は
近
代
的
＝
先
進
的
・

時
代
の
先
端
と
い
う
意
味
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
明
治
時
代
と
表
記
す
る
こ
と
も
あ

る
の
で
断
っ
て
お
く
。

　

幕
末
か
ら
明
治
政
府
樹
立
ま
で
の
幕
末
維
新
期
は
激
動
の
時
代
と
し
て
小
説
・
映
画
・

ド
ラ
マ
等
々
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
か
に
も
時
代
の
転
換
期
と
い
う
派
手
な
作

品
を
作
り
あ
げ
る
。
そ
の
た
め
多
く
の
人
々
は
幕
末
維
新
期
を
疾
風
怒
濤
の
時
代
と

思
っ
て
し
ま
う
。

　

疾
風
怒
濤
の
中
に
あ
っ
た
の
は
政
権
の
側
に
あ
る
も
の
達
で
あ
っ
た
。
勿
論
戊
辰
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
そ
の
余
波
を
被
っ
た
人
々
も
い
た
が
、
多
く
の
人
々
に
と
っ

て
は
埒
外
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
が
学
生
時
代
で
あ
っ
た
頃
は
学
生
運
動
、
大
学
紛
争
の
全
盛
期
で
あ
っ
た
。
安

保
闘
争
に
お
い
て
一
九
六
〇
年
に
樺
美
智
子
が
死
亡
し
て
い
る
。
筆
者
は
「
ノ
ン
ポ
リ
」

で
あ
っ
た
が
、
駿
河
台
を
は
じ
め
、
都
内
の
各
所
に
展
開
す
る
デ
モ
や
学
生
運
動
を
見

て
い
る
と
、
何
だ
か
よ
く
分
か
ら
な
い
が
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
世
の
中
が
出
現
す
る
の

か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

　

大
学
院
に
進
み
地
方
へ
古
文
書
の
調
査
に
行
く
よ
う
に
な
る
と
、
地
元
の
人
々
と
話

近
世
の
知
か
ら
近
代
へ
　
そ
の
二
　
―
博
覧
強
記
と
い
う
こ
と
―
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近世の知から近代へ　その二

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
も
安
保
闘
争
や
学
生
運
動
の
状
況
を
テ
レ
ビ
の
映
像
を

通
し
て
十
分
承
知
し
て
い
る
が
、
敢
え
て
言
う
な
ら
淡
々
と
受
け
止
め
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。「
青
二
才
」
と
は
異
な
り
冷
静
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
人
々
を
納
得
さ
せ
な

い
限
り
新
た
な
世
界
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

し
か
し
往
々
に
し
て
こ
う
し
た
人
々
を
無
視
し
て
次
の
時
代
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
。

坂
本
龍
馬
が
「
新
し
い
時
代
が
く
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
と
こ
ろ
で
当
時

そ
れ
を
理
解
す
る
も
の
は
ご
く
一
部
の
人
々
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

大
衆
を
無
視
し
た
場
合
大
衆
は
面
従
腹
背
。
忍
耐
強
く
過
ぎ
去
る
の
を
待
つ
。
但
し

こ
れ
は
単
一
民
族
の
日
本
だ
か
ら
言
え
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
記
す
と

当
然
日
本
は
単
一
民
族
で
は
な
い
と
い
う
反
論
が
あ
る
。
確
か
に
そ
の
通
り
だ
が
、
世

界
的
に
み
れ
ば
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。

　

疾
風
怒
濤
の
中
に
い
た
の
は
政
権
の
側
で
あ
る
が
、
大
衆
が
明
治
と
い
う
時
代
を
ど

の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
い
っ
た
の
か
を
み
て
み
よ
う
。

㈡
幕
末
維
新
期
と
国
民

　

㊀
明
治
政
府
の
政
策
と
日
々
の
生
活

　

明
治
政
府
は
国
家
の
機
構
作
り
に
邁
進
し
た
。
こ
の
こ
と
は
結
果
的
に
は
日
本
と
い

う
国
の
あ
り
方
や
国
民
生
活
に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
直
接
或
は
す
ぐ
さ

ま
日
常
生
活
に
関
わ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
日
常
生
活
に
直
接
関
わ
る
法
令

な
ど
も
次
々
と
だ
さ
れ
た
。
そ
の
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

明
治
元
年

　
　

 

七
月
江
戸
を
東
京
と
改
称
・
八
月
東
京
府
庁
開
設
・
九
月
郵
便
規
則
布
告
・
十
月

明
治
天
皇
東
京
着　
　
　
　
　

　
　
（
年
月
日
に
つ
い
て
は
旧
暦
・
新
暦
の
換
算
は
無
視
し
て
い
る
。
以
下
同
）

　

明
治
二
年

　
　

 

一
月
日
章
旗
を
国
旗
と
定
め
る
・
関
所
廃
止
・
三
月
明
治
天
皇
再
び
東
京
へ
・
七

月
東
京
〜
横
浜
間
定
期
蒸
気
船

　

明
治
三
年

　
　

一
月
神
道
国
教
化
強
化
・
三
月
人
力
車
営
業
許
可
・
四
月
種
痘

　
　

 

九
月
平
民
に
苗
字
使
用
許
可
・
囚
人
に
刺
青
禁
止
・
十
二
月
太
政
官
指
令
に
よ
り

社
領
寺
領
の
境
内
以
外
の
領
地
を
上
地

　

明
治
四
年

　
　

 

一
月
東
京
・
京
都
・
大
阪
間
の
郵
便
開
設
規
則
頒
布
・
三
月
郵
便
規
則
実
施
。
切

手
発
行
・
ポ
ス
ト
設
置
・
四
月
旧
藩
札
発
行
禁
止
・
戸
籍
法
を
制
定
・
大
区
小
区

制
・
郵
便
制
度
実
施
・
七
月
廃
藩
置
県
・
八
月
散
髪
脱
刀
令
・
九
月
江
戸
城
か
ら

午
砲
、
正
午
を
知
ら
せ
る
（
お
昼
の
ド
ン
）・
十
月
宗
門
人
別
帳
を
廃
止

　

明
治
五
年

　
　

 

一
月
全
国
戸
籍
調
査
・
二
月
田
畑
永
代
売
買
禁
止
令
廃
止
・
築
地
・
銀
座
火
災
煉

瓦
街
計
画
・
三
月
横
浜
に
日
本
人
に
よ
る
初
の
キ
リ
ス
ト
教
会
設
置
・
高
野
山
女

人
禁
制
を
解
く
・
四
月
庄
屋
・
名
主
・
年
寄
廃
止
、
戸
長
・
副
戸
長
を
置
く
・
日

曜
日
を
休
暇
と
す
・
十
月
新
橋
〜
横
浜
間
鉄
道
開
通
・
十
一
月
太
陽
暦
採
用
・
大

相
撲
女
性
解
禁
を
許
可
・
徴
兵
令
・
十
二
月
人
身
売
買
禁
止
令

　

明
治
六
年

　
　

 

一
月
太
陽
暦
・
徴
兵
令
発
布
・
紀
元
節
祝
日
・
公
園
設
立
の
布
告
・
二
月
仇
討
禁

止
令
・
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
高
札
撤
去
・
四
月
電
線
付
近
で
の
凧
揚
げ
禁
止
・
七
月

地
租
改
正
条
令
布
告
・
十
一
月
祭
日
に
国
旗
掲
揚
を
定
め
る
・
初
め
て
郵
便
は
が

き
発
行

　

明
治
七
年

　
　

 

一
月
警
視
庁
設
置
・
三
月
人
口
調
査
・
七
月
巡
査
の
棍
棒
を
廃
止
。
帯
剣
と
す
・

十
二
月
東
京
市
街
に
ガ
ス
燈

　

明
治
八
年

　
　

 

一
月
招
魂
社
・
郵
便
為
替
施
行
・
最
初
の
郵
便
局
横
浜
に
落
成
・
小
学
児
童
の
学

齢
を
定
め
る
・
国
産
マ
ッ
チ
製
造
始
ま
る
・
二
月
新
税
法
制
定
・
五
月
郵
便
貯
金

業
務
開
始
・
六
月
気
象
台
設
立
・
讒
謗
律
制
定
・
十
月
煙
草
税
創
設

　

明
治
九
年

　
　

三
月
土
曜
日
半
休
・
四
月
男
子
二
〇
年
を
成
年
と
す

　

明
治
十
年

　
　

 
二
月
西
南
戦
争
・
八
月
上
野
で
第
一
回
内
国
博
覧
会

　

取
り
敢
え
ず
明
治
十
年
ま
で
を
列
挙
し
た
が
、
国
民
生
活
と
の
関
連
を
厳
密
に
検
証

し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
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こ
の
ほ
か
地
域
に
も
よ
る
が
廃
仏
毀
釈
及
び
旧
弊
・
迷
信
の
打
破
も
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

特
別
な
意
味
を
持
っ
て
明
治
十
年
ま
で
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
政
情
は
別
と
し

て
、
こ
の
頃
を
契
機
と
し
て
国
民
の
日
常
生
活
な
ど
に
影
響
を
与
え
る
政
策
な
ど
は
ひ

と
段
落
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
次
に
当
時
の
日
記
な
ど
か
ら
幕
末
維
新
期
を
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
た

の
か
を
み
て
み
よ
う
。

㈢
大
衆
の
幕
末
維
新

　

幕
末
維
新
と
い
う
と
、
研
究
者
は
大
衆
も
い
か
に
激
動
の
時
代
に
巻
き
込
ま
れ
て
い

た
か
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
。
筆
者
も
以
前
は
日
記
の
中
か
ら
「
激
動
の
時
代
」
と
の

関
わ
り
を
探
し
出
そ
う
と
し
た
。
そ
こ
に
「
激
動
の
時
代
」
と
の
関
わ
り
が
少
し
で
も

あ
る
と
、
何
と
な
く
安
心
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
多
く
の
国
民
が
幕
末
維
新
期
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
の
か
を
具
体
的
に

『
関
口
日
記
』
か
ら
み
て
み
よ
う
。

　
『
関
口
日
記
』
は
石
井
光
太
郎
・
内
田
四
方
藏
の
編
集
校
訂
で
横
浜
市
文
化
財
研
究

調
査
会
が
発
行
。
本
日
記
は
現
横
浜
市
鶴
見
区
生
麦
の
名
主
・
戸
長
な
ど
を
務
め
た
関

口
家
当
主
五
代
に
わ
た
る
も
の
で
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
か
ら
明
治
三
四
年
に
及

ん
で
い
る
。

　

生
麦
村
は
東
海
道
沿
い
に
位
置
す
る
。
東
海
道
は
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
最
新
の

情
報
が
行
き
交
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
最
新
の
情
報
の
真
っ
只
中
に
あ
っ
た
生
麦

村
の
様
子
を
み
て
み
よ
う
。

　

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
八
月
二
一
日
生
麦
村
付
近
で
島
津
久
光
の
行
列
に
遭
遇
し

た
騎
馬
の
イ
ギ
リ
ス
人
を
藩
士
達
が
殺
傷
。
世
に
い
う
生
麦
事
件
が
起
き
た
。
生
麦
村

が
最
新
情
報
の
発
信
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
『
関
口

日
記
』（
一
五
巻
）
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

廿
一
日
辛
未
晴
天

　
　

末
吉
屋
婆
々
三
十
日
目

　
　
　

徳
坊
主
今
日
休
二
日
分
弐
百
文
相
渡
済
、

　
　

 

島
津
三
郎
様
御
上
り
、
異
人
四
人
内
女
壱
人
横
浜
よ
り
来
り
、
本
宮
町
勘
左
衛
門

前
ニ
而
行
逢
、
下
馬
不
致
候
哉
異
人
切
付
直
ニ
跡
へ
逃
去
候
処
追
被
欠
、
壱
人
松

原
ニ
而
即
死
、
外
三
人
ハ
神
奈
川
へ
疵
之
儘
逃
去
候
ニ
付
、
御
役
人
様
方
桐
屋
へ

詰
ル
、
右
異
人
死
骸
ハ
外
異
人
大
勢
来
リ
引
取
申
候
、

　

後
に
こ
の
事
件
は
生
麦
村
事
件
な
ど
と
呼
ば
れ
多
く
の
人
が
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

幕
末
の
映
画
や
ド
ラ
マ
に
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

日
記
は
一
日
の
終
わ
り
に
記
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
、
先
ず
は
こ
の
事
件

の
こ
と
が
記
さ
れ
て
当
然
と
思
う
が
、
冒
頭
に
は
末
吉
屋
の
婆
々
が
亡
く
な
っ
て
三
〇

日
目
と
あ
る
。
順
番
か
ら
は
婆
々
の
死
で
あ
ろ
う
が
、
現
代
人
か
ら
す
れ
ば
外
国
人
殺

傷
事
件
が
冒
頭
に
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
事
件
は
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
だ
ろ
う
が
、日
記
に
は
そ
う
し
た
記
述
は
無
い
。

日
記
の
筆
者
は
噂
話
な
ど
記
さ
な
い
方
針
か
も
し
れ
な
い
。

　

現
代
人
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
人
が
こ
の
事
件
を
承
知
し
て
い
る
ほ
ど
有
名
な
事
件

で
あ
る
。『
関
口
日
記
』
の
記
事
も
現
代
人
は
無
意
識
の
う
ち
に
誰
で
も
知
っ
て
い
る

有
名
な
事
件
と
い
う
意
識
で
読
ん
で
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
当
時
の
状
況
を
冷
静
に
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

唐
突
で
は
あ
る
が
、
今
鎌
倉
幕
府
が
い
つ
成
立
し
た
か
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
学

問
的
に
は
重
要
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
、
頼
朝
は
鉦
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
鎌
倉
幕
府

の
成
立
を
声
高
ら
か
に
宣
言
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
数
年
の
違
い
が
幕
府
を
揺
る
が
す

こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
よ
り
筆
者
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
一
般
大
衆
が
い
つ
頃

源
頼
朝
の
存
在
を
知
り
、
武
士
の
世
の
中
に
な
っ
た
か
を
意
識
し
た
か
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
尤
も
文
部
省
と
し
て
は
は
っ
き
り
さ
せ
な
い
と
教
科
書
や
試
験
に
支
障
が
出
る

の
だ
ろ
う
。

　
『
関
口
日
記
』
に
戻
ろ
う
。
翌
二
二
日
の
日
記
の
冒
頭
に
末
吉
屋
の
婆
々
三
一
日
、

続
い
て
重
兵
衛
娘
死
去
の
香
典
。
そ
し
て
先
達
て
下
向
し
た
勅
使
が
京
に
戻
る
支
度
の

記
事
。
二
四
日
の
記
事
に
末
吉
屋
婆
々
の
こ
と
、
勅
使
通
行
の
こ
と
の
後
に
、「
七
つ

半
時
過
定
御
廻
リ
三
橋
敬
助
様
当
方
へ
御
出
松
原
徳
次
郎
女
房
并
甚
五
郎
女
房
異
人
殺

害
ニ
而
落
馬
い
た
し
候
始
末
御
尋
ニ
付
参
ル
、
夜
ニ
入
御
帰
リ
ニ
相
成
候
、」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
日
記
に
は
事
件
の
記
事
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

事
件
を
皆
が
口
に
す
る
な
ど
と
い
う
よ
り
、
触
ら
ぬ
神
に
祟
り
な
し
と
い
う
の
が
実

態
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。日
記
の
記
事
は
事
件
の
一
級
史
料
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
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し
か
し
将
軍
か
天
皇
か
よ
り
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
日
常
の
生
活
が
一
番
重
要
な
の
で

あ
る
。

　

慶
應
四
年
五
月
一
五
日
の
『
関
口
日
記
』（
一
六
巻
）
に
は
「
今
日
江
戸
上
野
辺
ニ

而
関
東
方
と
官
軍
方
と
戦
争
有
之
候
由
、
出
火
当
村
ニ
而
見
ル
」
彰
義
隊
全
面
敗
北
の

戦
い
で
あ
る
。
こ
の
記
事
も
日
常
的
な
記
事
の
後
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら

今
日
あ
た
り
に
上
野
で
関
東
方
と
官
軍
方
の
戦
争
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
情
報
は
既
に

得
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

同
年
八
月
二
日
に
は

　
　

 

今
般
英
国
戎
服
衣
類
売
買
不
相
成
候
ニ
付
、
小
前
請
印
帳
差
出
候
様
御
取
締
係
よ

り
御
触
ニ
付
平
兵
衛
方
ニ
而
小
前
印
形
取
立
会
、

　

異
国
の
衣
類
購
入
の
禁
止
で
あ
る
が
、
こ
の
禁
令
は
朝
廷
側
が
出
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
。

二　

国
民
に
と
っ
て
の
明
治

慶
應
四
年
年
九
月
一
七
日
の
『
関
口
日
記
』（
一
六
巻
）
に
は

　
　

今
日
年
号
改
元
御
触
明
治
と
成
、

　

こ
れ
で
年
号
の
上
で
は
明
治
に
入
る
わ
け
で
あ
る
。
但
し
政
府
が
年
号
を
明
治
と
し

た
の
は
、
慶
應
四
年
九
月
八
日
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
日
本
各
地
の
町
や
村
に
明
治
に

な
っ
た
こ
と
が
行
き
渡
っ
た
日
時
に
は
誤
差
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
混
乱

の
時
代
に
「
御
触
」
が
日
本
各
地
に
行
き
渡
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
驚
嘆
せ
ざ
る
を
え

な
い
。
こ
の
こ
と
は
敗
戦
下
の
日
本
の
指
揮
命
令
系
統
が
壊
滅
状
態
に
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

　

日
記
の
記
事
を
表
面
的
に
み
て
い
る
限
り
は
江
戸
の
風
が
吹
い
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
東
海
道
沿
い
の
村
で
あ
る
か
ら
波
乱
万
丈
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
明
治
の
風

が
強
く
吹
い
て
い
る
と
予
想
し
た
が
、
繰
り
返
す
よ
う
に
日
常
の
記
録
が
優
先
し
て
い

る
。
日
常
生
活
が
最
優
先
で
あ
る
。

　

明
治
元
年
一
〇
月
一
一
日
は
天
皇
の
東
行
に
よ
り
、
神
奈
川
宿
に
宿
泊
す
る
が
、
そ

の
時
の
日
記
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

十
一
日
庚
寅
陰
天

　
　

御
東
行
ニ
付
、
今
日
神
奈
川
宿
御
旅
宿
ニ
相
成
、
明
日
御
通
行
、

　
　
　
　

大
工
松
五
郎
壱
人　
　
　

五
日
目

　
　

隠
居
所
雨
戸
貫
抜
拵
今
日
限
ニ
而
相
休
申
候
、

　
　
　
　
　
　

十
二
日
乙
卯
晴
天

　
　

今
日

　
　

御
通
行
ニ
相
成
、
品
川
宿
御
旅
宿
之
由
、

　
　
　
　

定
御
廻
リ
薮
田
様
・
椎
名
様
御
帰
リ
御
立
寄
、

　

天
皇
の
通
行
で
あ
る
か
ら
も
う
少
し
日
記
の
中
で
大
き
く
扱
っ
て
も
良
い
の
で
は
と

思
う
が
、
隠
居
所
の
雨
戸
の
修
理
の
方
が
重
要
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

 

明
治
二
年
の
日
記
に
は
「
東
京
」「
裁
判
所
」
な
ど
の
記
述
が
出
て
く
る
が
、
九
月
に

は
い
か
に
も
明
治
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

廿
九
日
丁
酉
隠
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昼
後
よ
り
小
雨

　
　

伝
信
機
柱
建
昨
日
よ
り
当
村
始
リ
、

電
信
柱
の
設
置
と
電
線
で
あ
る
。

　

明
治
三
年
に
入
る
と
こ
の
地
域
特
有
の
記
事
が
多
く
な
る
。
そ
れ
は
新
橋
・
横
浜
間

の
鉄
道
敷
設
で
あ
る
。

　

明
治
三
年
六
月
朔
日
の
『
関
口
日
記
』（
一
七
巻
）
に
は

　
　

 

…
…
渡
船
ニ
而
横
浜
行
、
夫
よ
り
帰
リ
、
紀
三
へ
立
寄
、
紀
三
事
今
般
鉄
道
御
製

造
ニ
付
、
新
埋
地
よ
り
紀
三
近
所
へ
通
ニ
相
成
候
ニ
付
、
見
舞
寄
、

　

鉄
道
敷
設
に
関
す
る
記
事
が
見
え
る
。
続
い
て
七
月
八
月
九
月
十
月
…
…
と
鉄
道
敷

設
に
関
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
主
な
内
容
は
鉄
道
敷
設
に
関
す
る
用
地
の
収
容
や
測

量
に
関
し
て
で
あ
る
。

　

明
治
五
年
九
月
八
日
の
『
関
口
日
記
』（
一
七
巻
）
に
は
鉄
道
開
通
と
記
さ
れ
、

一
二
日
に
は
「
主
上
様
鉄
道
乗
車
」
と
あ
り
、
天
皇
は
主
上
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し

て
十
月
五
日
に
は
日
記
の
筆
者
関
口
氏
が
神
奈
川
よ
り
鶴
見
ま
で
乗
車
し
て
い
る
。
以

降
関
口
氏
は
移
動
の
た
め
に
鉄
道
を
し
ば
し
ば
利
用
し
て
い
る
。

　

明
治
四
年
貨
幣
制
度
の
改
革
。
徴
兵
令
。
地
租
改
正
等
々
日
常
生
活
に
関
わ
る
改
革

や
新
制
度
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
て
い
て
は
収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
こ
こ
で
は
太
陽
暦
の
採
用
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
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日
本
の
暦
は
太
陰
太
陽
暦
で
あ
っ
た
が
、
明
治
政
府
は
明
治
五
年
一
一
月
九
日
太
陽

暦
の
採
用
を
決
定
し
た
。『
関
口
日
記
』（
一
七
巻
）
に
は
十
九
日
に
太
陽
暦
の
採
用
に

つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
長
文
に
及
ぶ
が
引
用
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

十
九
日
庚
子
薄
晴

　
　

今
般
太
陰
暦
ヲ
廃
シ
太
陽
暦
御
頒
行
相
成
候
ニ
付
、
来
ル
十
二
月
三
日
ヲ
以
テ
、

　
　

明
治
六
年
一
月
一
日
ト
被
定
候
事
、
但
新
暦
鏤
板
出
来
次
第
頒
布
候
事
、

　
　

一　

 

一
ケ
年
三
百
六
十
日
十
二
ケ
月
ニ
分
ケ
、
四
年
ニ
一
日
ノ
閏
ヲ
置
候
事
、

　
　
　
　

 

外
略
々
当
方
ニ
而
写
し
置
不
申
候
、

　
　

右
之
通
被
仰
出
候
御
触
書
到
来
、

　
　
　
　
　
　
　

廿
日
辛
丑
晴
天

　
　
　
　
　
　
　

廿
一
日
壬
寅
晴
天

　
　
　
　

 

暦
御
改
正
来
ル
十
二
月
三
日
者
明
治
六
年
一
月
一
日
と
相
成
候
ニ
付
は
、
迷

ひ
生
シ
方
向
を
差
ひ
候
者
も
不
尠
由
ニ
付
、
左
之
通
可
相
心
得
候
、

　
　

一　

 

一
月
一
日
は
都
而
是
迄
之
正
月
元
日
同
様
新
年
を
賑
々
敷
相
祝
可
申
事
、

　
　

一　

 

門
松
・
し
め
餝
り
・
雑
煮
其
外
銘
々
家
風
を
以
是
迄
祝
来
候
分
は
、
其
通
可

致
事
、
若
相
改
度
者
ハ
改
候
と
も
都
而
銘
々
適
宜
ニ
致
可
申
事
、

　
　

一　

 

一
月
一
日
・
二
日
・
三
日
ト
日
数
三
日
は
休
庁
、
四
日
は
是
迄
之
三
ケ
日
と

同
様
可
相
心
得
事
、

　
　

一　

 

門
松
・
し
め
餝
り
之
儀
ハ
右
三
日
丈
ケ
か
ざ
り
、
四
日
取
片
（
付
脱
ヵ
）
可

申
事
、

　
　

一　

 

年
之
市
相
立
候
儀
は
不
苦
候
条
、
都
合
宜
敷
日
を
相
（
脱
字
ヵ
）
其
節
可
届

出
事
、

　
　

一　

煤
払
并
餅
搗
等
を
是
迄
之
通
銘
々
適
宜
ニ
可
致
事
、

　
　

右
之
通
御
触
書
到
来
致
候
、

　

当
時
の
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
は
暦
に
太
陰
暦
と
太
陽
暦
が
あ
る
こ
と
な
ど
知
る
由
も

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。そ
れ
が
突
然
太
陽
暦
の
採
用
で
あ
る
。恐
ら
く
人
々
は
面
食
ら
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
明
治
五
年
十
二
月
三
日
を
明
治
六
年
一
月
一
日
と
す
る
と

い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
太
陽
暦
は
何
が
何
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
日
本
人
の
生

活
の
中
に
入
り
込
み
定
着
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
正
月
行
事
や
祝
い
方
ま

で
指
導
し
て
い
る
。

　

太
陽
暦
に
よ
る
諸
行
事
は
長
崎
出
島
の
阿
蘭
陀
館
で
は
当
然
行
な
わ
れ
て
い
た
だ
ろ

う
。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
「
オ
ラ
ン
ダ
正
月
」
に
よ
れ
ば
、
諸
行
事
の
う
ち
日
本
の
正

月
元
旦
の
祝
い
を
太
陽
暦
で
行
い
、
出
島
の
幕
府
役
人
や
町
役
人
・
通
詞
ら
を
招
待
し

西
洋
料
理
で
も
て
な
し
た
。こ
れ
が
阿
蘭
陀
正
月
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

江
戸
に
お
い
て
は
江
戸
中
期
の
通
詞
吉
岡
耕
牛
宅
で
太
陽
暦
の
正
月
が
行
わ
れ
、
大

槻
玄
沢
ら
蘭
学
者
ら
も
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
後
大
槻
玄
沢
も
自
宅
の
塾
芝
蘭
堂
で
太

陽
暦
の
正
月
を
祝
い
、
天
保
八
年
ま
で
四
四
回
行
わ
れ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
蘭
学
者
ら
は
太
陽
暦
を
承
知
し
て
い
た
し
、
太
陽
暦
の
採
用
を
歓
迎
し
た

で
あ
ろ
う
。
但
し
太
陽
暦
の
採
用
が
便
利
だ
か
ら
と
い
う
よ
り
西
洋
に
一
歩
近
づ
い
た

と
い
う
発
想
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
阿
蘭
陀
正
月
自
体
西
洋
文
化
へ
の
憧
れ
で
あ
り
、
モ

ノ
マ
ネ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

　

片
桐
一
男
氏
は
小
学
館
の
『
日
本
大
百
科
全
書
』
の
「
阿
蘭
陀
正
月
」
の
項
で
、「
…

も
ち
ろ
ん
好
奇
の
舶
来
趣
味
に
発
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
西
洋
の
医
聖
の

肖
像
を
掲
げ
て
そ
の
業
の
発
展
を
期
し
、新
来
の
学
問
と
し
て
の
蘭
学
の
大
成
を
祝
い
、

か
つ
願
う
心
か
ら
発
し
た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
蘭
学
者
と
呼

ば
れ
て
い
る
人
々
の
西
洋
医
学
や
科
学
へ
の
取
り
組
み
は
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の

で
あ
る
が
、
阿
蘭
陀
正
月
そ
の
も
の
は
西
洋
へ
の
憧
れ
で
あ
り
、
自
分
達
は
西
洋
文
化

の
中
に
浸
っ
て
い
る
と
い
う
自
己
満
足
で
あ
る
。
こ
の
姿
こ
そ
が
そ
の
後
の
そ
し
て
今

日
に
至
る
ま
で
の
日
本
人
の
西
洋
文
化
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
憧
れ
そ
し
て
劣
等
感

で
あ
る
。
し
ば
ら
く
前
に
ボ
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ボ
ー
を
熱
狂
的
に
祝
う
映
像
が
テ
レ
ビ
に

映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
持
つ
意
味
付
け
は
幾
ら
で
も
で
き
る
が
、
所
詮
は
西
洋
へ

の
憧
れ
で
あ
り
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
憧
れ
と
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

が
日
本
と
い
う
国
の
原
動
力
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
の
で
あ
る
。

　

西
洋
へ
の
憧
れ
と
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
中
心
は
明
治
政
府
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も

驚
く
べ
き
こ
と
は
、
正
月
行
事
も
太
陽
暦
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も

太
陽
暦
採
用
の
関
係
か
ら
朝
廷
行
事
ま
で
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
『
法
令
全
書
』
明
治
六
年
一
月
四
日
の
太
政
官
第
一
号
に
よ
る
と
、

　
　

今
般
改
暦
ニ
付
、
人
日
・
上
巳
・
端
午
・
七
夕
・
重
陽
ノ
五
節
句
ヲ
廃
シ
、
神
武

天
皇
即
位
日

　
　

天
長
節
ノ
両
日
ヲ
以
テ
自
今
祝
日
ト
被
定
候
事
、
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五
節
句
を
廃
止
し
て
い
る
。
太
陽
暦
に
合
わ
せ
て
宮
中
行
事
ま
で
変
更
し
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
は
、
日
本
と
い
う
国
の
伝
統
を
か
な
ぐ
り
捨
て
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

中
国
を
始
め
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
太
陽
暦
を
採
用
し
て
も
旧
暦
の
正
月
を
中
国

で
は
春
節
、
韓
国
で
は
ソ
ル
ラ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
テ
ト
と
し
て
休
日
に
な
り
祝
っ
て

い
る
。

　

決
定
さ
れ
れ
ば
若
干
の
抵
抗
が
あ
っ
て
も
多
く
は
そ
れ
に
従
う
。
そ
こ
に
日
本
人
的

行
動
を
解
き
明
か
す
素
材
の
一
つ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
昭
和
三
四
年

（
一
九
五
九
）
メ
ー
ト
ル
法
が
採
用
さ
れ
、
尺
貫
法
は
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
。
当
時
中

学
三
年
で
あ
っ
た
筆
者
の
同
級
生
達
は
、世
界
は
全
て
メ
ー
ト
ル
法
か
と
思
っ
て
い
た
。

メ
ー
ト
ル
法
一
本
化
は
太
陽
暦
の
正
月
移
行
と
通
じ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

筆
者
の
若
い
頃
立
教
大
学
の
林
英
夫
先
生
に
「
山
本
君
。
近
代
国
家
・
明
治
政
府
は

土
足
で
人
の
家
に
入
り
込
ん
で
来
た
ん
だ
よ
」
と
、
何
度
か
話
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
を

思
い
出
す
。
当
時
は
そ
の
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
恐
ら
く
村
請
制
の
崩
壊

に
関
連
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

江
戸
時
代
の
農
村
は
年
貢
を
は
じ
め
、人
別
帳
の
作
成
や
上
か
ら
の
指
令
・
指
示
等
々

は
個
人
で
は
な
く
村
に
掛
り
、
そ
れ
を
名
主
・
組
頭
等
の
村
役
人
が
処
理
し
て
き
た
。

そ
の
た
め
村
社
会
の
慣
習
や
規
則
を
乱
す
行
為
は
「
村
八
分
」
的
行
為
と
み
な
さ
れ
た

わ
け
で
あ
る
。
自
己
主
張
や
自
己
の
確
立
・
自
我
な
ど
以
て
の
外
で
あ
っ
た
。

　

明
治
に
至
り
土
足
で
明
治
政
府
は
人
の
家
に
入
り
込
ん
で
来
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
村

落
共
同
体
の
タ
ガ
が
一
気
に
外
れ
る
こ
と
は
な
く
、
村
落
共
同
体
・
村
請
制
の
残
滓
は

今
も
引
き
摺
っ
て
い
る
。
し
か
し
明
治
に
入
っ
て
村
落
共
同
体
の
タ
ガ
が
少
し
緩
み
だ

す
と
、
そ
の
緩
み
の
中
に
自
己
主
張
や
自
我
が
芽
生
え
た
だ
ろ
う
。

　

三　

学
校
教
育
と
西
洋
文
化

　

子
供
達
が
西
洋
文
化
と
接
す
る
の
は
学
校
教
育
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

　

近
代
日
本
に
お
け
る
教
育
は
明
治
五
年
太
政
官
布
告
の
「
学
制
」
で
始
ま
っ
た
。
学

制
は
フ
ラ
ン
ス
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
明
治
一
二
年
学
制
は
廃
止
さ
れ
「
教

育
令
」
が
定
め
ら
れ
た
。
教
育
制
度
に
は
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は

教
育
制
度
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
の
で
、
学
校
教
育
に
よ
り
現
在
で

い
う
小
学
校
程
度
の
児
童
達
が
西
洋
に
接
し
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

㈠
教
師
の
た
め
の
教
科
書

　

文
明
開
化
。
新
し
い
時
代
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
人
間
は
直
ち
に
新
し
い
時
代
の
人
間

に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
子
供
達
は
学
校
教
育
に
よ
り
（
明
治
前
期
に
学
校
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
児
童
は
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
）
近
代
教
育
を
受
け
、
西
洋

文
化
そ
し
て
世
界
、
天
然
自
然
を
知
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
子
供
達
の

親
は
近
代
教
育
を
受
け
て
い
な
い
。
学
校
で
は
近
代
教
育
。
そ
し
て
自
宅
で
は
読
み
書

き
算
盤
の
世
界
で
あ
っ
た
。

　

師
範
学
校
を
出
た
よ
う
な
教
師
に
し
て
も
新
し
い
教
育
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
考

え
て
あ
ぐ
ね
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
教
師
の
た
め
の
教
育
指
導

書
『
師
範
学
校
小
学
教
授
法
』
が
明
治
六
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
凡
例
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

一　

 

此
書
ハ
六
歳
ノ
童
子
始
テ
学
校
ニ
入
リ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
教
導
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ

バ
、
先
ッ
五
十
音
ノ
呼
法
ヲ
教
ヘ
、
次
ニ
日
月
・
器
具
ノ
名
目
等
ヲ
教
フ
ル

モ
ノ
ナ
リ
、
故
ニ
俚
言
ヲ
避
ズ
、
唯
童
蒙
ノ
解
シ
易
キ
ヲ
務
ム
、

   　

一　

 

問
答
・
復
習
ノ
仕
方
ハ
大
概
ヲ
挙
ク
ル
ト
云
へ
ド
モ
又
各
教
師
ノ
意
ヲ
以
テ

取
捨
増
減
ア
ル
ベ
シ
、

　

そ
の
内
容
は
全
て
を
紹
介
し
た
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
余
裕
は
な
い
の
で
特
に
注

目
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
「
数
字
」
で
あ
る
。
日
本
に
お
い

て
は
一
二
三
四
五
…
…
と
書
い
た
が
、
１
２
３
４
５
…
…
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
ど
う

い
う
訳
か
ロ
ー
マ
数
字
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ
…
…
も
教
授
項
目
に
入
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
日
本

に
は
０
と
い
う
数
字
は
な
か
っ
た
の
で
10
・
20
と
い
う
こ
と
を
小
学
生
に
理
解
さ
せ
る

の
は
大
変
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

明
治
前
期
の
教
育
は
教
え
る
ほ
う
も
、
教
え
ら
れ
る
ほ
う
も
、
暗
中
模
索
で
あ
る
。

明
治
期
の
教
育
制
度
な
ど
に
つ
い
て
は
筆
者
の
専
門
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
明

治
前
期
の
教
育
に
つ
い
て
教
科
書
を
も
と
に
み
て
い
こ
う
。

㈡
国
語
教
育

　

教
科
に
つ
い
て
優
劣
な
ど
あ
り
え
な
い
が
、
基
本
と
な
る
教
科
は
国
語
で
あ
ろ
う
。
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国
語
は
文
字
を
覚
え
、
文
章
を
書
く
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
教
科
を
学
び
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

国
語
と
い
う
用
語
は
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
小
学
校
令
改
正
に
よ
り
、
読
書
・

作
文
・
習
字
の
三
教
科
を
統
一
し
て
作
ら
れ
た
造
語
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
こ
こ
で
取

り
上
げ
る
の
は
国
語
以
前
の
時
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
稿
が
目
的
と
す
る
西
洋
文

化
等
の
摂
取
と
い
う
観
点
か
ら
は
「
読
み
」
が
重
要
な
教
科
で
あ
る
。

　

余
談
に
な
る
が
、
当
時
は
ま
だ
「
作
文
」「
習
字
」
の
教
科
書
は
無
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
教
師
の
教
授
用
の
参
考
書
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
『
小
学
作
文

五
百
題
』（
全
四
冊
岡
三
慶
・
安
井
乙
熊
著
同
朋
舎
出
版　

明
治
一
一
年
）
は
序
文
や

後
書
な
ど
か
ら
教
師
用
作
文
参
考
書
と
み
ら
れ
る
。

　

出
版
年
不
明
だ
が
、
熊
谷
県
学
校
藏
板
『
綴
字
本
』（
金
子
精
一
編
）
は
習
字
に
関

連
す
る
教
師
用
参
考
書
の
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
「
読
み
」
に
関
す
る
教
科
書
「
読
本
」
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　

〇
『 

小
学
読
本
』
全
四
巻
師
範
学
校
編
纂
明
治
七
年
八
月
改
正　

文
部
省
刊
行　

田

中
義
廉
編　

那
珂
通
高
訂
正　
　

　

本
書
は
教
育
史
の
上
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
教
科
書
の
よ
う
で
、
特
に
西
本
喜
久
子
氏

が
多
く
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
当
然
教
育
史
に
つ
い
て
は
触
れ

な
い
。

　

本
書
は
ア
メ
リ
カ
の
ウ
イ
ル
ソ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
を
典
拠
と
し
た
と
い
う
。
読
本
の
第

一
の
冒
頭
で
は
世
界
に
は
ア
ジ
ア
人
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
始
め
多
様
な
人
種
の
存
在
す

る
こ
と
を
述
べ
、
各
人
種
の
顔
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

遊
び
に
つ
い
て
の
項
で
は
洋
服
を
着
た
子
供
の
凧
揚
げ
が
描
か
れ
、
怠
惰
な
猫
の
話

で
は
洋
服
を
着
た
二
人
の
少
年
が
椅
子
に
座
り
、
ベ
ッ
ド
の
上
に
は
怠
惰
な
猫
が
描
か

れ
て
い
る
。

　

西
洋
的
思
考
と
日
本
的
思
考
・
文
化
の
内
容
と
と
も
に
洋
服
・
椅
子
・
ベ
ッ
ド
な
ど

が
描
か
れ
る
が
、
子
供
達
に
最
も
影
響
を
与
え
た
の
は
挿
絵
で
あ
ろ
う
。
取
り
敢
え
ず

子
供
達
は
西
洋
の
生
活
の
一
端
を
見
る
こ
と
、
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
教
科
書
を
生
徒
達
が
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
さ
ら
に
文
章
は

と
て
も
小
学
生
が
読
め
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
教
育
史
に
お
い

て
は
、
教
師
が
文
章
を
読
み
、
生
徒
に
復
唱
さ
せ
た
と
い
う
。
生
徒
は
教
科
書
を
購
入

し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
教
科
書
の
挿
絵
は
教
師
が
生
徒
に
見
せ
て
回
っ
た
の
だ
ろ

う
。

　

さ
ら
に
指
摘
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
学
校
教
育
に
よ
り
「
候
文
」
と
は
決
別
す
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
候
文
は
か
な
り
後
年
迄
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

〇
『 

高
等
小
学
読
本
』
池
永
厚
・
西
村
正
三
郎
著　

明
治
二
十
年
五
月
出
版　

同
年

九
月
訂
正
再
版
届
同
月
文
部
省
検
定
済

　

冒
頭
本
書
の
出
版
趣
旨
に
つ
い
て
次
に
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　

全
書
ノ
趣
向

　
　

一　

 

此
書
ハ
、
高
等
小
学
校
生
徒
ノ
教
科
書
ト
シ
テ
編
ミ
タ
ル
者
ナ
レ
ト
モ
、
広

ク
之
ヲ
家
庭
用
ノ
読
本
ニ
供
セ
ン
コ
ト
ハ
、
編
者
ノ
深
ク
望
ム
所
ナ
リ
、

　
　

一　

 

高
等
小
学
校
ハ
、
満
十
歳
ヨ
リ
始
マ
リ
、
満
十
四
歳
ニ
至
リ
テ
終
ン
、
合
セ

テ
四
学
年
ナ
リ
、
此
書
別
チ
テ
八
巻
ト
ナ
シ
、
一
巻
ヲ
以
テ
、
半
学
年
ノ
課

程
ニ
充
ツ
、

　

こ
の
よ
う
な
「
全
書
ノ
趣
向
」
即
ち
前
書
は
生
徒
達
に
と
っ
て
は
不
要
で
あ
る
。
恐

ら
く
本
書
は
教
師
が
読
み
聞
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
前
述
の
教
科
書
同
様
全
生
徒
が

手
に
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
教
授
す
る
内
容
も
教
師
が
説
明
し
て
も
生
徒
に

は
理
解
し
難
い
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
西
洋
文
化
に
対
す
る
憧
れ
、
吸
収
か
ら
、「
日
本
」
を
自

覚
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
全
二
八
章
か
ら
な
る
が
、
一
・

二
章
は
大
日
本
帝
国
、
一
五
章
国
體
（
国
体
で
は
国
民
体
育
大
会
と
混
同
す
る
の
で
国

體
と
し
た
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
一
章
の
大
日
本
帝
国
は
当
時
の
日
本
の
状
況
を
あ
ま

り
に
も
的
確
に
表
現
し
て
い
る
。
長
文
に
及
ぶ
が
引
用
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
章　

大
日
本
帝
国
（
一
）

　
　

 

下
ニ
描
キ
タ
ル
ハ
、
大
日
本
帝
国
ノ
図
デ
ア
リ
マ
ス
。（
中
略
）
而
シ
テ
大
日
本

帝
国
ハ
、
亜
細
亜
洲
ノ
東
ノ
端
ニ
在
ル
、
島
国
デ
ア
リ
マ
ス
。

　
　 
欧
羅
巴
洲
ト
北
亜
米
利
加
洲
ト
ニ
ハ
、
開
化
進
歩
シ
テ
、
教
育
モ
行
キ
届
キ
、
商

業
ヤ
工
業
モ
、
甚
盛
ナ
ル
国
ガ
、
多
ク
ア
リ
マ
ス
ガ
、
亜
細
亜
洲
ニ
ハ
、
文
明
国

ト
申
ス
ベ
キ
程
ノ
国
ハ
、
一
ツ
モ
ア
リ
マ
セ
ン
。
啻
ニ
文
明
国
ガ
無
イ
ノ
デ
ハ
ナ
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ク
、
支
那
帝
国
ノ
外
ハ
、
大
抵
欧
羅
巴
諸
国
ノ
干
渉
ヲ
受
ク
ル
半
属
国
ニ
テ
、
独

立
国
ト
推
シ
テ
立
ツ
ル
、
立
派
ナ
ル
国
柄
ハ
、
稀
デ
ア
リ
マ
ス
。
唯
此
日
本
帝
国

ハ
、
二
三
十
年
以
来
頻
ニ
欧
米
ノ
開
化
ヲ
納
レ
テ
、
教
育
ヲ
勧
メ
、
製
造
ヤ
貿
易

ヲ
励
マ
シ
、
種
々
ノ
制
度
ヲ
改
良
シ
マ
シ
タ
カ
ラ
、
国
勢
モ
頓
ニ
盛
ニ
ナ
リ
マ
シ

テ
、
文
明
国
ト
申
シ
テ
モ
、
恥
カ
シ
カ
ラ
ヌ
ノ
ミ
カ
、
欧
米
諸
国
ヨ
リ
、
軽
蔑
ヲ

受
ク
ル
コ
ト
モ
ナ
キ
、
厳
然
タ
ル
独
立
国
デ
ア
リ
マ
ス
。
吾
々
ガ
、
此
賀
ス
ベ
キ

国
ニ
住
ム
コ
ト
ヲ
得
ル
ハ
、
誠
ニ
仕
合
ナ
コ
ト
デ
ハ
、
ア
リ
マ
セ
ン
カ
。

　

見
事
に
当
時
の
日
本
の
状
況
を
表
し
て
い
る
。
現
実
は
別
と
し
て
ア
ジ
ア
の
中
の
最

も
優
れ
た
国
、
欧
米
に
も
伍
す
る
程
の
日
本
。
そ
し
て
「
大
日
本
帝
国
」
と
い
う
表
現

は
多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
快
く
、
力
強
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

こ
の
文
章
を
生
徒
が
理
解
で
き
た
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
教
師
が
こ
の
文
章
を
分
か

り
易
く
話
す
時
は
相
当
に
力
が
入
り
、
生
徒
達
は
欧
米
と
肩
を
並
べ
る
程
に
な
っ
た
日

本
を
誇
ら
し
く
思
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
内
容
は
兎
角
批
判
さ
れ
る
。
洗
脳
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
い
う
こ
と
で
。
し

か
し
良
い
・
悪
い
で
は
な
い
。
教
育
と
は
基
本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
適
し
た
人
材

を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
章　

大
日
本
帝
国
（
二
）

　
　 

吾
々
ガ
、
大
日
本
帝
国
ニ
住
ム
コ
ト
ヲ
得
テ
、
甚
幸
福
ナ
ル
ハ
、
前
ニ
述
マ
シ
タ

ガ
、
能
ク
考
ヘ
マ
ス
ト
、
マ
ダ
マ
ダ
幸
福
ナ
ル
箇
条
ガ
ア
リ
マ
ス
。
ソ
ハ
何
ゾ
ト
、

申
シ
マ
ス
レ
バ
、
吾
々
ノ
上
ニ
君
臨
シ
テ
、
万
民
ヲ
治
メ
賜
フ
、
天
皇
陛
下
ニ
ハ
、

其
御
稜
威
ノ
欧
米
諸
国
ノ
国
君
ニ
モ
弥
優
リ
テ
、
イ
ト
モ
尊
ク
在
ラ
セ
賜
フ
御
事

是
ナ
リ
。
何
故
ニ
斯
ク
モ
尊
ク
在
ラ
セ
賜
フ
ヤ
ト
申
ス
ニ
、
言
フ
マ
デ
モ
ナ
ク
、

外
国
ニ
ハ
、
開
国
コ
ノ
カ
タ
、
屡
革
命
ノ
乱
ア
リ
テ
、
其
国
君
ノ
易
フ
レ
ド
モ
、

吾
国
ニ
於
ハ
、
斯
カ
ル
不
臣
ノ
民
ア
ル
コ
ト
ナ
ク
、
太
古
ノ
神
代
ニ
在
リ
テ
天
神

ガ
、
吾
々
ノ
祖
先
ヲ
、
治
メ
賜
ヒ
シ
ト
キ
ヨ
リ
、
皇
統
連
綿
ト
シ
テ
、
今
日
ニ
至

リ
、
曾
テ
革
命
ノ
沙
汰
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
皇
位
ヲ
窺

セ
シ
モ
ノ
サ
ヘ
ナ
ク
、

万
世
無
窮
ノ
至
尊
ナ
レ
バ
、
天
上
天
下
、
我
国
ノ
皇
位
ホ
ド
、
尊
キ
モ
ノ
ハ
ア
リ

セ
ン
。
吾
々
ガ
、
此
ク
モ
尊
キ
天
皇
陛
下
ノ
、
臣
民
ト
ナ
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
ル
ハ
、

誠
ニ
榮
譽
ナ
ル
コ
ト
デ
ハ
、
ア
リ
マ
セ
ン
カ
、
誠
ニ
幸
福
ナ
ル
コ
ト
デ
ハ
、
ア
リ

マ
セ
ン
カ
、
故
ニ
我
国
ノ
民
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
皆
此
国
ノ
歴
史
ニ
通
ジ
テ
、
我
皇
位

ノ
尊
キ
所
以
ヲ
、
知
ラ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
マ
セ
ン
。（
以
下
略
）

　

大
日
本
帝
国
に
つ
い
て
は
世
界
一
と
は
流
石
に
書
け
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
天
皇

は
世
界
に
冠
た
る
君
主
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
幕
末
維
新
期
の
天
皇
は
東
海
道
を
往

来
し
て
も
歓
呼
の
声
で
迎
え
ら
れ
た
よ
う
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
至
り
天
皇
は
神

格
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
五
章　

国
體

　
　 

国
に
一
定
の
體
あ
る
ハ
、
猶
家
に
各
種
の
形
あ
る
が
如
し
、
家
に
平
屋
あ
り
、
二

階
屋
あ
り
、
是
家
の
形
な
り
。
国
に
帝
国
あ
り
、
王
国
あ
り
、
又
共
和
国
あ
り
、

是
国
の
體
な
り
。（
中
略
）
国
體
ハ
、
国
民
長
久
の
風
習
に
よ
り
て
、
定
ま
る
者

な
れ
ば
。
一
時
の
思
想
に
よ
り
て
、
之
を
改
む
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
故
に
人
民

た
る
も
の
ハ
、
各
其
国
の
国
體
を
重
ン
じ
、
そ
の
太
平
を
楽
ミ
て
、
己
の
職
分
を

尽
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

　
　 

我
日
本
国
ハ
天
皇
陛
下
の
統
轄
し
賜
へ
る
、
一
の
帝
国
な
り
。
天
皇
陛
下
ハ
、
他

国
の
君
主
に
異
な
り
て
、
天
祖
以
来
、
数
千
年
の
間
、
皇
統
連
綿
と
し
て
、
永
く

皇
位
を
嗣
ぎ
賜
ふ
。
地
球
上
に
、
国
多
し
と
雖
、
此
の
如
き
国
體
ハ
、
決
し
て
其

比
を
見
ず
。
さ
れ
バ
、
我
国
民
ハ
、
固
く
此
国
體
を
守
り
、
皇
室
を
尊
び
て
、
仁

沢
に
浴
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。（
以
下
略
）

　

繰
り
返
す
が
生
徒
が
理
解
で
き
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
日
本
の
次
に
向
か
う
べ

き
方
向
が
見
事
に
示
さ
れ
て
い
る
。
欧
米
へ
の
憧
れ
か
ら
脱
し
、
日
本
も
欧
米
に
勝
る

と
も
劣
ら
な
い
国
を
生
徒
に
、
国
民
に
印
象
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
劣
る
所
は
国
體
・

天
皇
で
誤
魔
化
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
『
高
等
小
学
校
読
本
』
は
小
学
生
が
読
ん
で
も
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、

明
治
二
七
年
出
版
の
『
尋
常
小
学
読
書
教
本
』
巻
八
（
今
泉
定
介
・
須
永
和
三
郎
編
明

治
二
七
年
）
は
平
易
な
文
章
で
活
字
も
大
き
い
。
八
巻
の
冒
頭
第
一
課
が
「
我
が
國
の

国
體
」
だ
が
、
そ
の
最
後
に
は
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　 （
前
略
）
故
に
未
だ
一
た
び
も
外
国
の
侮
を
受
け
た
る
こ
と
な
く
、
我
が
国
の
威

光
は
、
高
く
世
界
の
上
に
輝
け
り
、

　
　 
是
は
、
実
に
我
が
国
固
有
の
美
風
に
し
て
、
世
界
各
国
に
比
類
な
き
所
な
り
。
此

の
た
ふ
と
き
国
體
を
、
永
遠
に
伝
ふ
べ
き
は
、
吾
等
臣
民
の
、
喜
び
勇
ミ
て
、
日

夜
に
務
む
べ
き
こ
と
な
り
。
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明
治
三
三
年
の
学
制
改
革
に
よ
り
、
当
時
の
小
学
生
が
読
ん
で
も
理
解
で
き
る
で
あ

ろ
う
教
科
書
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
国
體
を
始
め
世
界
か
ら
見
て
も
「
優
れ

た
日
本
」
が
分
か
り
易
く
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
但
し
こ
れ
ま
で
の
教
科
書
の
記

述
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
西
洋
文
化
そ
の
も
の
に
勝
る
日
本
で
は
な
く
精
神
面
等
に
お

け
る
優
越
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　

国
家
・
政
府
は
国
民
に
優
秀
な
る
日
本
・
日
本
人
と
い
う
意
識
を
植
え
付
け
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
・
日
本
人
は
大
き
な
誤
解
を
持
つ
に
至
り
、
よ
り
強
い
国
・
強

力
な
軍
隊
の
育
成
に
走
る
の
で
あ
る
。

㈢
理
科
教
育

　

西
洋
思
想
や
思
考
等
よ
り
、
日
本
が
何
を
お
い
て
も
西
洋
か
ら
学
び
取
り
た
か
っ
た

の
は
実
学
で
あ
ろ
う
。
実
学
と
い
う
表
現
が
適
切
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
日
本

が
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
の
は
、
医
学
・
工
学
・
農
学
・
法
律
学
・
経
済
学

等
々
実
生
活
に
役
立
つ
学
問
分
野
で
あ
り
、
国
力
向
上
に
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
理

科
と
い
う
名
称
は
江
戸
時
代
に
造
語
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
小
学
校
の
教
育
に
「
理

科
」
が
設
け
ら
れ
た
の
は
明
治
一
九
年
小
学
校
令
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
理
科
と
は
大

雑
把
な
言
い
方
に
な
る
が
、「
究
理
学
」・「
博
物
学
」・「
化
学
」・「
生
理
学
」
の
総
称

で
あ
っ
た
。（
小
林
昭
三
著
「
明
治
中
期
「
理
科
」
教
育
の
新
実
相
」
大
学
の
物
理
教

育
17
）（
日
野
純
一
著
「
日
本
の
理
科
教
育
の
変
遷
と
展
望
」
京
都
産
業
大
学
教
職
研

究
紀
要
11
）

　

筆
者
の
関
心
は
ど
の
よ
う
な
教
科
書
を
使
用
し
た
か
で
あ
る
。
小
林
氏
は
明
治
前
期

の
理
科
教
育
（
明
治
前
期
に
は
理
科
と
い
う
教
科
は
無
く
、
そ
れ
に
相
当
す
る
名
称
も

定
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
理
科
と
す
る
）
は
世
界
的
に
も
高
い
レ
ベ
ル
の

科
学
教
育
が
日
本
で
は
実
現
し
た
と
言
い
、教
科
書
と
し
て『
物
理
階
梯
』『
物
理
小
学
』

『
物
理
全
志
』『
物
理
小
誌
』『
格
物
全
書
』
等
を
挙
げ
て
い
る
。

　

日
野
氏
は
『
物
理
階
梯
』
を
教
科
書
と
し
、「
主
に
読
書
式
又
は
口
授
法
で
欧
米
の

自
然
科
学
の
知
識
を
教
え
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

両
氏
は
こ
の
部
分
で
は
小
学
校
教
育
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
問
題
は
教
科
書
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
『
物
理
階
梯
』
を
み
て
み
よ
う
。
本
書
の
「
題
言
」
に

　
　

一　

 

国
家
小
学
ヲ
設
ク
児
童
ニ
中
外
ノ
歴
史
ヨ
リ
物
理
数
学
等
ノ
各
科
ニ
至
ル

（
以
下
略
）

　

と
あ
り
、
本
書
が
小
学
教
育
の
た
め
に
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
次
に
本

書
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

引
力
性　

又
重
力

　
　 

万
物
各
々
他
ノ
物
体
ト
互
ニ
相
牽
引
ス
ル
力
ヲ
有
セ
サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
、
是
ヲ
物
ノ

引
力
性
ト
曰
フ
、
蓋
シ
此
力
ハ
啻
ニ
地
上
ニ
在
ル
物
ノ
有
ス
ル
ノ
ミ
ニ
非
ラ
ス
遠

ク
日
月
ニ
達
シ
、
総
ヘ
テ
諸
体
ヲ
互
ニ
相
近
接
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
力
ナ
リ
、

…
…
…
（
以
下
略
）『
物
理
階
梯
上
』

　
　
　
　

　
　
　
　
　

第
三
十
課　

電
気
論

　
　 

電
気
ヲ
論
ス
ル
ノ
学
英
語
之
ヲ
エ
レ
キ
テ
リ
シ
テ
イ
ト
曰
フ
、
蓋
シ
希
臘
国
ノ
方

言
ニ
琥
珀
ヲ
呼
テ
エ
レ
キ
ト
ロ
ン
ト
云
ヘ
ル
ヨ
リ
出
ッ
、
…
…
…
（
以
下
略
）

　
　
　
　
　

第
三
十
一
課　

電
気
ヲ
発
生
セ
シ
ム
ル
方
法

　
　 

電
気
ヲ
眼
前
ニ
発
見
セ
シ
メ
以
テ
其
作
用
ト
本
性
ト
ヲ
試
験
ス
ル
ノ
法
数
件
ア
リ

テ
、
其
中
最
モ
簡
約
ナ
ル
ハ
摩
擦
ニ
因
リ
テ
起
ル
モ
ノ
ナ
リ
、（
以
下
略
）

　
　

一　

 

物
体
ニ
電
気
ヲ
聚
メ
之
ヲ
顕
明
ナ
ラ
シ
メ
テ
、
他
物
ニ
移
シ
テ
万
物
中
自
然

ニ
発
生
ス
ル
現
象
ヲ
試
ミ
試
験
ノ
便
ニ
供
ス
ル
器
械
数
種
ア
ル
中
、
世
人
ノ

能
ク

知
ス
ル
器

、玻
黎
円
板
ヲ
以
テ
製
造
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
、…
…
…（
以

下
略
）『
物
理
階
梯
下
』

　

本
書
は
教
師
用
と
い
う
が
、
多
く
の
教
師
自
身
が
理
解
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
し

て
小
学
生
が
幾
ら
説
明
さ
れ
て
も
理
解
で
き
た
と
は
思
え
な
い
の
だ
が
。
小
林
昭
三
氏

は
「
世
界
的
に
も
か
な
り
高
い
レ
ベ
ル
の
科
学
教
育
が
日
本
で
は
実
現
し
た
。『
物
理

階
梯
』、『
物
理
小
学
』、『
物
理
全
志
』、『
物
理
小
誌
』、『
格
物
全
書
』
は
そ
の
代
表
的

な
教
科
書
だ
。」
と
述
べ
て
い
る
が
、
小
学
生
が
理
解
で
き
た
と
本
当
に
思
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
小
学
生
と
い
っ
て
も
筆
者
が
考
え
て
い
る
よ
う
な
現
在
の
小

学
生
と
は
全
く
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

理
科
教
育
も
国
語
教
育
同
様
に
明
治
二
〇
年
代
以
降
は
小
学
生
で
も
何
と
か
理
解
で

き
る
教
科
書
が
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
海
指
針
舎
が
明
治
二
五
年
に
出
版
し

た
『
小
学
理
科
新
書　

甲
種
巻
二
』
に
は
、
植
物
・
海
産
物
・
有
背
動
物
・
無
背
動
物
・

温
血
動
物
冷
血
動
物
・
哺
乳
類
・
人
体
・
鳥
魚
昆
虫
・
鉱
物
・
石
・
水
・
空
気
な
ど
が

203（9）



近世の知から近代へ　その二

収
録
さ
れ
、
空
気
の
項
に
は
潜
水
器
や
風
船
の
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

同
じ
く
学
海
指
針
社
が
明
治
三
二
年
に
発
行
し
た
『
新
撰
小
学
理
科
巻
四
』
に
は
蒸

気
機
関
・
蓄
音
器
・
光
線
の
反
射
図
・
電
信
機
等
々
の
図
が
豊
富
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
図
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
西
洋
の
科
学
と
接

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
他
算
数
や
音
楽
な
ど
に
つ
い
て
も
述
べ
た
い
が
、
紙
数
の
関
係
も
あ
る
の
で
省

略
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

四　

大
衆
と
西
洋
文
化

　

子
供
達
は
学
校
教
育
に
よ
り
西
洋
文
化
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
対
し
多

く
の
人
々
は
自
ら
西
洋
文
化
と
接
す
る
機
会
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
都
会

の
住
人
で
あ
れ
ば
電
信
柱
や
電
線
を
は
じ
め
、
ガ
ス
燈
・
西
洋
風
建
造
物
・
蒸
気
機
関

車
等
々
西
洋
文
明
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
知
り
た

い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
出
版
物
に
頼
る
こ
と
に
な
る
。
政
治
・
経
済
等
を
始
め
と
す

る
多
分
野
の
翻
訳
本
や
実
用
書
が
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
気
軽
に
西
洋
文
化
に
接

し
物
知
り
に
な
り
た
い
と
い
う
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
出
版
物
を
取
り
上
げ
よ
う
。

㈠
気
軽
に
西
洋
を
知
る
出
版
物

　

〇
『
英
学
捷
径　

七
ッ
以
呂
波
』
阿
部
為
任
著　

慶
應
三
年　

小
冊
子

　

本
書
は
著
者
に
よ
れ
ば
英
人
著
述
の
日
本
文
法
書
等
を
参
考
に
し
た
と
い
う
。
そ
の

内
容
は
先
ず
最
初
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
と
そ
の
右
側
に
カ
タ
カ
ナ
で
振
り
仮

名
。
次
の
頁
は
小
文
字
と
振
り
仮
名
。
次
に
大
文
字
の
筆
記
体
と
振
り
仮
名
。
そ
し
て

小
文
字
の
筆
記
体
。
次
に
ロ
ー
マ
数
字
と
そ
の
ス
ペ
ル
と
カ
タ
カ
ナ
に
よ
る
発
音
。

　

さ
ら
に
「
英
字
以
呂
波
」
と
題
し
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
・
小
文
字
筆
記
体

に
よ
る
「
い
ろ
は
…
…
」
の
一
覧
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

当
然
本
書
で
英
語
が
学
べ
る
訳
は
な
い
。
し
か
し
周
囲
の
人
に
対
し
自
分
は
英
語
を

知
っ
て
い
る
と
吹
聴
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。

　

〇 

『
世
界
商
売
往
来
』
橋
爪
貫
一
著　

明
治
六
年
序
文　

小
冊
子

　

江
戸
時
代
以
来
多
数
出
版
さ
れ
た
往
来
物
の
形
式
で
あ
る
。
上
段
に
は
物
品
や
動
植

物
等
々
の
英
単
語
と
そ
の
読
み
が
カ
タ
カ
ナ
で
振
り
仮
名
。
下
段
は
世
界
の
国
名
か
ら

『世界商売往来』
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始
ま
り
、
西
洋
の
様
々
な
物
品
等
々
が
絵
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
書
も
ま
た
手

軽
に
西
洋
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
人
気
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
手
元
に

三
冊
の
『
世
界
商
売
往
来
』
が
あ
る
が
、
そ
の
内
の
二
冊
に
旧
所
蔵
者
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　

明
治
四
年
版
の
『
世
界
商
売
往
来
』
に
は
「
東
山
梨
郡
神
金
村　

広
瀬
瑛
主
」
と
裏

表
紙
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
神
金
村
は
明
治
八
年
に
山
梨
郡
下
小
田
原
村
・
上
小
田
原

村
・
上
萩
原
村
が
合
併
し
て
成
立
し
、
同
一
一
年
に
東
山
梨
郡
に
所
属
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
広
瀬
氏
が
本
書
を
入
手
し
た
の
は
明
治
一
一
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
東

京
或
は
甲
府
に
お
い
て
新
刊
又
は
古
書
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
川
崎
市
立
日
本

民
家
園
に
は
山
梨
県
甲
州
市
塩
山
上
萩
原
よ
り
移
築
し
た
広
瀬
家
住
宅
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。
本
書
の
広
瀬
氏
と
広
瀬
家
住
宅
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

明
治
六
年
版
に
は
裏
表
紙
に
「
泉
阪
…
…　

茂
木
は
つ
女
」
と
あ
る
。
本
書
の
奥
付

に
は
二
行
書
き
の
朱
印
が
あ
り
、
右
の
一
行
は
判
読
で
き
な
い
が
、
左
側
は
「
茂
半
」

と
読
め
る
。
は
つ
女
は
茂
木
家
の
娘
あ
る
い
は
妻
女
で
あ
ろ
う
か
。

㈡
科
学
分
野
の
啓
蒙
書

　

多
様
な
西
洋
文
化
が
怒
涛
の
ご
と
く
日
本
に
流
入
し
た
が
、
研
究
者
等
は
別
に
し
て

日
本
人
が
初
め
て
接
し
た
の
は
科
学
の
分
野
で
あ
っ
た
。
化
学
・
物
理
・
気
象
・
天
文

等
々
で
あ
る
。
こ
の
分
野
に
関
し
て
は
手
軽
な
出
版
物
か
ら
専
門
的
な
も
の
ま
で
か
な

り
発
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
当
然
手
軽
に
知
的
欲
求
を
満
た
し
て
く
れ
る

出
版
物
を
中
心
に
述
べ
て
い
こ
う
。

　

〇 

『
天
変
地
異
』
小
幡
篤
次
郎
著　

明
治
元
年　

小
冊
子

　

凡
例
に
よ
れ
ば
「
一
此
書
元
来
婦
人
小
児
の
惑
を
解
き
、
事
物
の
道
理
を
究
め
し
む

る
を
主
意
と
す
れ
ハ
…
…
」
と
あ
る
よ
う
に
事
物
の
道
理
、
原
理
を
解
き
明
か
す
も
の

で
、
避
雷
針
・
地
震
・
彗
星
・
虹
・
日
輪
・
月
輪
・
流
星
・
陰
火
（
不
知
火
）
に
つ
い

て
記
さ
れ
て
い
る
。
必
ず
し
も
分
か
り
易
い
内
容
と
は
言
え
な
い
が
、
親
し
み
や
す
い

絵
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ま
で
不
思
議
な
現
象
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
科
学
的
に
説
明

し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
謎
解
き
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
ろ
う
。

　

〇
『
訓
蒙
窮
理
図
解
』
福
沢
諭
吉
著　

明
治
元
年　

全
三
冊　

小
冊
子

　

凡
例
に
よ
れ
ば

　
　

一 

此
書
翻
訳
の
体
裁
を
改
て
専
ら
通
俗
の
語
を
用
ひ
、
且
窮
理
の
例
を
挙
て
図
を

示
す
も
多
く
日
本
の
事
柄
を
引
た
る
ハ
、
唯
児
女
子
に
面
白
く
解
し
易
か
ら
ん

こ
と
を
願
ふ
も
の
な
り
、

　

と
あ
る
よ
う
に
、「
窮
理
」
に
つ
い
て
分
か
り
易
く
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書

は
英
米
の
著
書
を
基
に
編
纂
さ
れ
た
翻
訳
本
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
ま
で
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
紹
介
す
る
著
書
も
当
然
翻
訳
本
で
あ
る
。

　

本
書
の
目
録
は
、
温
気
（
熱
気
）・
空
気
・
水
・
風
・
雲
雨
・
雹
雪
露
霜
氷
・
引
力
・

昼
夜
の
事
・
四
季
・
日
蝕
月
蝕
で
あ
る
。
本
書
も
ま
た
親
し
み
や
す
い
絵
を
載
せ
て
い

る
。

　

兎
に
角
こ
れ

ま
で
不
思
議
と

思
っ
て
い
た
こ

と
が「
科
学
的
」

に
説
明
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る

か
ら
知
的
好
奇

心
を
満
足
さ
せ

る
に
十
分
で

あ
っ
た
ろ
う
。

前
掲
書
の
『
天

変
地
異
』
に
し

て
も
、
本
書
に

し
て
も
、「
引

力
」「
空
気
」「
顕

微
鏡
」
等
こ
れ

ま
で
見
た
こ
と

『訓蒙窮理図解』二　サイフォンの原理
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も
な
い
語
彙
が
次
々
と
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
啓
蒙
書
を
一
生
懸
命
熟
読
し
た
人
も
多
く
い
た
と
思
う
が
、
筆
者
の
手
元

に
あ
る
原
本
の
多
く
は
虫
食
い
や
水
損
等
に
よ
る
汚
れ
は
あ
る
も
の
の
、
熟
読
に
よ
る

痛
み
が
あ
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
窮
理
・
科
学
・
化
学
・
物
理
・
天
体
現
象
等
の

字
句
が
な
ら
ぶ
本
は
珍
し
く
、
思
わ
ず
手
に
取
り
購
入
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
今

で
こ
そ
物
理
や
化
学
等
は
苦
手
、
嫌
い
と
い
う
人
は
多
く
い
る
が
、
明
治
の
こ
の
頃
の

人
々
は
物
理
も
化
学
も
初
め
て
接
す
る
も
の
で
あ
り
、
好
き
も
嫌
い
も
な
い
。『
天
変

地
異
』
に
し
て
も
、『
窮
理
図
解
』
に
し
て
も
、
さ
ら
に
他
の
同
様
の
本
に
し
て
も
、

見
出
し
を
見
れ
ば
こ
ん
な
こ
と
が
わ
か
る
の
か
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
啓

蒙
書
に
は
分
か
り
易
い
図
版
が
多
く
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

　

物
理
や
化
学
の
本
な
ど
見
た
く
も
な
い
筆
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
よ
く
分
か
る
の
で
あ

る
。
上
記
の
本
に
は
複
雑
な
計
算
も
化
学
式
も
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
て
い
な
い
。
要
す
る

に
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
も
な
い
学
問
を
分
か
っ
た
よ
う
な
気
に
さ
せ
て
く
れ
、
知

り
た
い
と
い
う
思
い
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
書
籍
は
先
に
も
少
し
述
べ
た
が
地
方
の
知
識
人
或
は
地
域
の
官
吏
・
役
人

が
東
京
に
出
た
折
り
又
は
地
元
で
古
本
等
を
購
入
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

物
理
学
者
で
東
京
帝
国
大
学
総
長
に
就
任
し
た
山
川
健
次
郎
も
こ
の
よ
う
な
啓
蒙
書

を
読
み
、
触
発
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
も
少
し
述
べ
た
が
、
鎖
国
・
島
国
の
日
本
で
は
江
戸
時
代

の
人
々
の
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
を
満
た
す
供
給
源
は
幕
末
に
近
づ
く
に
つ
れ
枯
渇
し

て
い
っ
た
。明
治
に
至
る
と
西
洋
文
明
が
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
日
本
に
流
れ
込
ん
だ
が
、

中
で
も
物
理
や
化
学
な
ど
は
大
半
の
日
本
人
が
初
め
て
接
す
る
分
野
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
啓
蒙
書
は
拾
い
読
み
で
も
何
と
な
く
蒸
気
機
関
車
や
船
が
何
故
動
く
の
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
方
本
書
が
契
機
と
な
り
学
問
の
道
に
進
む
者
も
い
た
だ
ろ
う
。

五　

旧
来
の
知
的
欲
求
の
延
長

　

西
洋
文
明
直
輸
入
の
翻
訳
出
版
物
に
対
し
、
江
戸
時
代
以
来
の
系
譜
を
引
く
出
版
物

も
相
変
ら
ず
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
幾
つ
か
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

〇
『
懐
宝
日
用
鑑
』
宇
喜
田
小
十
郎
編　

明
治
一
〇
年

　

本
書
は
知
的
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
生
活
便
利
帳
で
あ
る
。
こ
の
種
の
本

『博物新編訳解』二
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は
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
ま
で
に
挙
げ
て
お
く
が
、
そ
の
主
な
内
容
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

　

 

◦
東
京
横
浜
間
時
刻
・
賃
金
表
◦
神
戸
西
京
間
時
刻
・
賃
金
表
◦
年
中
祭
日
◦
官
幣
・

国
幣
社
◦
府
県
管
轄
地
及
び
里
程
◦
東
京
よ
り
海
上
里
数
◦
郵
便
税
則
◦
役
所
へ
提

出
書
式
◦
年
賀
状
等
葉
書
書
式

等
々
で
生
活
百
科
で
あ
る
。

　

〇
『
万
民
必
携
活
用
一
千
便
』
小
石
碌
郎
編
明
治
一
八
年

　
『
懐
宝
日
用
鑑
』
は
横
長
の
小
冊
子
で
あ
っ
た
が
、
本
書
は
そ
れ
よ
り
小
さ
い
横
長

小
冊
子
で
竪
６
、８
セ
ン
チ
、
横
13
セ
ン
チ
で
一
七
一
丁
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
日
用

便
覧
を
超
え
た
も
の
で
、
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　 

◦
諸
規
則
◦
年
中
日
用
文
◦
物
品
等
々
数
量
◦
小
笠
原
諸
礼
◦
万
積
物
図
式
◦
万
折

形
図
式
◦
生
花
独
稽
古
◦
茶
の
湯
心
得
◦
日
本
西
洋
新
発
明
料
理
◦
四
季
献
立
◦
男

女
衛
生
交
合
秘
訣
◦
家
相
吉
凶
◦
九
星
吉
凶
◦
諸
事
吉
凶
◦
和
洋
秘
伝
◦
雑
之
部

内
容
を
分
か
り
易
く
紹
介
す
る
と
膨
大
な
紙
数
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
省
略
せ
ざ
る
を

得
な
い
。こ
れ
で
は
何
処
に
何
が
書
い
て
あ
る
の
か
を
探
し
出
す
だ
け
で
大
変
で
あ
る
。

〇
『
現
今
活
用
記
臆
一
事
千
金
』
上　

樋
口
文
二
郎
編　

明
治
十
九
年

　

筆
者
所
蔵
本
は
上
巻
だ
け
で
あ
る
が
、
形
態
は
『
万
民
必
携
活
用
一
千
便
』
と
同
様

で
、
二
三
二
丁
で
あ
る
。
下
巻
の
丁
数
は
分
か
ら
な
い
が
上
巻
と
同
様
だ
ろ
う
。
上
巻

に
下
巻
の
目
次
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
主
な
内
容
を
記
し
て
お
こ
う
。

　 

◦
諸
規
則
◦
運
筆
法
則
独
学
◦
漫
画
写
生
之
独
学
◦
南
宋
画
独
学
◦
石
印
篆
刻
独
学

◦
和
歌
詠
心
得
之
大
概
◦
煎
茶
ノ
独
学
◦
茶
湯
独
学
大
概
◦
茶
室
ヲ
建
ル
規
矩
ノ
大

概
◦
活
花
独
稽
古
◦
鉢
山
図
式
◦
盆
栽
培
養
法
ノ
大
概
◦
庭
造
心
得
並
図
式
◦
西
洋

料
理
大
概
◦
和
洋
妙
術
秘
伝
法
◦
家
相
可
否
弁
解
ノ
略
記
◦
人
相
大
概
之
図
説
◦
万

家
日
用
心
得
の
徳
◦
活
益
日
用
文
◦
商
家
日
用
文
◦
電
信
文
◦
信
書
贈
答
文
◦
記
事

論
説
祝
詞
之
作
例
◦
横
文
字
独
稽
古
◦
内
国
各
港
航
海
里
程
表
◦
国
立
銀
行
并
私
立

支
店
付
◦
諸
規
則
追
輯
◦
諸
証
書
之
文
式
◦
商
家
実
益
心
得

　

よ
く
も
万
般
の
事
項
を
詰
め
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
即
役
に
立
つ
項
目
も
あ
る
が
、

茶
の
湯
に
し
ろ
、
庭
造
り
に
し
ろ
、
上
っ
面
を
知
る
だ
け
で
知
っ
た
風
を
装
う
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

　

〇
『
日
用
百
科
国
民
之
宝
』　

明
治
二
〇
年　

澤
田
誠
武
編　

全
六
冊

　

確
た
る
出
版
年
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
巻
四
の
奥
付
に
「
明
治
十
九
年
十
月
十
五

日
版
権
免
許
同
二
十
年
一
月
刻
成
発
兌
」
と
あ
る
こ
と
に
依
っ
た
。
編
集
者
は
表
紙
見

返
し
に
は
澤
田
誠
武
と
あ
る
が
、
奥
付
に
は
樋
口
文
次
郎
と
あ
る
。
さ
ら
に
巻
に
よ
っ

て
は
澤
田
誠
武
編
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
書
誌
学
的
分
析
は
目
的
で
は
な
い
の
で
、
指
摘

に
留
め
て
お
く
。

　

本
書
も
横
長
の
小
冊
子
で
、
前
掲
書
よ
り
や
や
小
さ
め
で
あ
る
。
し
か
し
全
六
冊
で
、

三
五
二
頁
も
あ
り
、
厚
さ
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
な
お
本
書
は
和
装
本
で
あ
る
が
、
丁
数

で
は
な
く
頁
で
あ
る
。

　

本
書
の
内
容
を
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
し
、
と
て
も
紹
介
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

要
す
る
に
こ
の
類
の
出
版
物
の
行
き
つ
い
た
先
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

購
入
者
は
こ
れ
が
有
れ
ば
大
丈
夫
と
い
う
安
心
感
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
誰
か
か
ら

質
問
さ
れ
た
り
、
必
要
が
生
じ
た
時
は
必
死
に
な
っ
て
頁
を
め
く
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

〇
『
智
慧
の
庫
』

　

読
み
は
「
ち
え
の
く
ら
」
で
あ
る
。
本
書
は
和
装
で
頁
表
示
で
あ
る
。
本
来
は
十
頁

程
を
仮
綴
で
出
版
し
、
後
に
十
号
分
を
合
冊
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

筆
者
所
蔵
本
は
合
冊
本
で
全
十
一
冊
で
あ
る
。
最
終
の
十
一
冊
は
「
智
慧
の
庫
附
録

合
本
全
」
と
あ
り
、
附
録
を
合
冊
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

合
本
十
号
の
巻
末
は
百
号
の
附
録
で
、前
書
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
…
…

幣
庫
ハ
明
治
十
年
二
月
に
始
て
開
扉
ま
し
て
毎
月
一
度
の
発
兌
積
り
て
今
明
治
十
七
年

十
一
月
に
至
り
百
号
を
出
し
ま
す
が
是
ハ
之
看
客
様
の
愛
顧
に
…
…
」
と
あ
り
、
今
後

も
続
く
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
が
、
百
号
で
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

本
書
の
第
一
号
掲
載
記
事
の
目
次
を
紹
介
し
て
こ
う
。

　 

◦
鉄
器
に
水
を
入
れ
て
錆
の
出
む
法
◦
鮮
魚
を
貯
ふ
法
◦
髪
刷
を
濯
ふ
法
◦
牛
乳
を

貯
ふ
法
◦
硝
子
に
孔
を
穿
す
法
◦
水
を
純
粋
に
す
る
法
◦
紙
の
火
に
燃
ぬ
法
◦
鉛
筆

に
て
書
き
た
る
墨
の
落
ぬ
法
◦
麦
稈
製
の
帽
子
を
清
潔
に
す
る
法
◦
紙
の
油
汚
を
ぬ

く
法
◦
水
の
善
悪
を
見
分
る
法
◦
象
牙
に
銀
鍍
す
る
法
◦
陶
器
を
清
潔
に
す
る
法

　

こ
れ
ま
で
の
出
版
物
と
比
べ
る
と
奇
を
て
ら
う
よ
う
な
事
項
や
オ
カ
ル
ト
的
―
神
秘

的
・
超
自
然
的
―
記
述
は
無
く
、
そ
の
内
容
は
極
め
て
今
日
的
で
あ
り
強
い
て
い
う
な

ら
、
諸
事
手
引
書
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
の
元
祖
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
出
版
物
は
次
か
ら
次
へ
と
出
版
さ
れ
、
現
在
で
は
ス
マ
ホ
で
簡
単
に
検
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近世の知から近代へ　その二

索
で
き
る
グ
ノ
シ
ー
な
ど
が
出
版
物
に
取
っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
出
版
物
は
確
か
に
生
活
に
便
利
な
情
報
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
が
、
当
然

膨
大
な
情
報
を
暗
記
で
き
る
わ
け
は
な
い
。
し
か
し
読
ん
だ
こ
と
に
よ
り
分
か
っ
た
気

分
、
理
解
し
た
よ
う
に
思
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
勿
論
幾
つ
か
は
覚
え
て
い
て
、

何
か
の
時
に
そ
の
情
報
を
話
し
優
越
感
に
浸
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

近
代
に
至
り
情
報
の
閉
塞
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
た
日
本
人
は
否
応
な
く
西
洋
文
明
の

中
に
投
げ
込
ま
れ
た
。
文
章
の
書
き
方
、
書
状
・
手
紙
の
書
き
方
、
西
洋
の
数
字
、
加

減
乗
除
計
算
の
方
法
、
定
時
法
、
太
陽
暦
採
用
、
正
月
行
事
・
年
中
行
事
の
太
陽
暦
化

等
々
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
。

　

西
洋
文
明
は
優
れ
た
も
の
と
い
う
国
民
の
意
識
は
政
府
の
方
針
に
抵
抗
す
る
こ
と
な

く
従
っ
た
。
上
流
階
級
の
中
に
は
キ
リ
ス
ト
教
信
者
に
な
る
も
の
も
い
た
が
、
そ
の
教

え
を
理
解
し
入
信
し
た
も
の
も
多
数
い
た
だ
ろ
う
が
、
入
信
す
る
こ
と
は
エ
リ
ー
ト
意

識
に
も
繋
が
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
あ
る
程
度
の
地
位
に
あ
る
も
の
の
中
に
は
西
洋
の
知
識
を
得

た
い
と
い
う
こ
と
で
、
様
々
な
啓
蒙
書
を
熟
読
或
は
拾
い
読
み
で
何
と
な
く
分
か
っ
た

よ
う
な
気
分
に
な
れ
た
。
本
稿
で
特
に
取
り
上
げ
た
西
洋
文
明
の
啓
蒙
書
は
物
理
や
化

学
等
に
関
す
る
も
の
で
、
多
く
の
日
本
人
が
初
め
て
接
す
る
分
野
で
あ
る
。

　

何
と
な
く
知
り
た
い
、
他
者
よ
り
知
り
た
い
と
い
う
一
方
、
こ
れ
ら
啓
蒙
書
が
契
機

と
な
っ
て
学
問
の
道
に
進
み
研
究
者
に
な
っ
た
も
の
も
多
く
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

西
洋
文
明
の
流
入
に
晒
さ
れ
た
日
本
で
あ
る
が
、
明
治
中
期
に
入
る
と
政
府
は
日
本

が
欧
米
諸
国
と
同
等
に
な
っ
た
独
立
国
と
い
う
意
識
を
国
民
に
抱
か
せ
、
天
皇
に
至
っ

て
は
欧
米
諸
国
よ
り
優
れ
尊
い
存
在
、
即
ち
天
皇
の
神
格
化
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
そ

の
上
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
は
天
皇
を
頂
点
に
戴
く
国
家
で
あ
る
と
し
こ
れ
を
國
體
と
し

た
。
国
民
の
次
に
歩
む
方
向
を
国
家
が
作
り
上
げ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
文
明
開

化
の
時
代
は
終
焉
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。

　

知
り
た
い
と
い
う
欲
求
、
他
者
よ
り
も
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
て

き
た
知
の
質
に
は
か
な
り
の
格
差
は
あ
る
も
の
、
蓄
積
さ
れ
た
「
知
」
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
政
府
・
世
間
は
物
識
り
或

は
博
覧
強
記
で
あ
る
こ
と
は
優
秀
と
み
な
し
、
入
学
試
験
も
暗
記
力
が
試
さ
れ
る
傾
向

に
あ
っ
た
。
尤
も
こ
れ
は
江
戸
時
代
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
で
も
博
覧
強
記
は
頭

が
良
い
と
み
な
さ
れ
る
。

　

し
か
し
蓄
積
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
西
洋
或
は
欧
米
か
ら
怒
涛
の
ご
と
く
流
入
す
る
有

形
無
形
の
も
の
を
驚
く
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
咀
嚼
し
日
本
化
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
江
戸
時
代
或
は
そ
れ
以
前
か
ら
培
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
島
国
日
本
は
海
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
を
改
良
に
改
良
を
重
ね
て
新

た
な
も
の
を
作
り
上
げ
た
。
そ
の
頂
点
が
「
和
時
計
」
で
あ
る
。
今
後
も
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
衰
え
る
こ
と
は
な
い
。
日
本
化
し
た
も
の
を
よ
り
発
展
さ
せ
、
日
本
な
ら
で
は

の
「
モ
ノ
」
を
作
り
出
し
世
界
の
人
々
の

間
に
入
り
込
ん
で
い
く
だ
ろ
う
。

　

知
り
た
い
と
い
う
欲
求
、
他
者
よ
り
も
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
は
洋
の
東
西
を
問
わ

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
人
に
は
特
に
そ
の
欲
求
が
頭
脳
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
知
の
蓄
積
が
今
後
も
日
本
を
動
か
し
て
い
く
の
だ

ろ
う
。
そ
し
て
今
後
も
欧
米
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
流
入

す
る
多
様
な
も
の
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
た
こ
と
を
誇
り
、
新
し
い
も
の
次
世
代
に
続

く
も
の
を
生
み
出
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

本
稿
は
日
本
と
い
う
国
の
姿
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
試
み
と
し
て
執
筆
し

た
も
の
で
あ
る
。

 

（
や
ま
も
と　

み
つ
ま
さ　

交
通
史
学
会
元
会
長
）  
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